


　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
、
お
慶よ

ろ
こ

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
収
束
が
見
え

ず
、
さ
ら
に
は
一
昨
年
末
か
ら
変
異
株
「
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
」
の
感
染
が
再
拡
大
す
る
な
ど
、
見

え
な
い
病
の
脅
威
と
そ
の
対
応
に
奔
走
し
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
国
が
推
奨
し
ま

す
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
整
え
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
皆
さ
ま
に
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活

の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
防
止
対
策
を
心
が
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字

が
「
戦
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
度
重
な
る
北
朝
鮮
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
、安
倍
元
首
相
の
銃
撃
事
件
な
ど
、

平
和
を
脅
か
す
よ
う
な
事
態
が
多
数
発
生
し
た

ほ
か
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
り
、
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
北
京
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
い
て
日
本
選
手
が
活
躍

し
、
多
く
の
感
動
と
勇
気
を
得
た
一
年
で
も
あ

り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時

代
を
見
据
え
た
新
た
な
生
活
様
式
の
確
立
と
平

和
に
向
け
た
取
り
組
み
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一

年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
4
月
か
ら
第

3
次
朝
来
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
め
ざ

す
朝
来
市
の
将
来
像
「
人
と
人
が
つ
な
が
り 

幸
せ
が
循
環
す
る
ま
ち
～
対
話
で
拓
く
朝
来
市

の
未
来
～
」
の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
子
育
て
施
策
、
教
育

環
境
の
整
備
、
医
療
体
制
の
充
実
、
農
林
業
の

振
興
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
諸
問
題
の

解
決
に
向
け
、さ
ら
に
そ
の
取
り
組
み
の
加
速
・

強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
２
月

に
JR
西
日
本
に
よ
る
赤
字
路
線
の
公
表
を
機

に
、
JR
播
但
線
を
は
じ
め
と
し
た
市
内
公
共
交

通
機
関
の
維
持
・
存
続
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
公
共
交
通
対
策

元
年
と
位
置
付
け
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
は
卯
年
で
あ
り
、「
飛
躍
」「
向
上
」

が
期
待
で
き
る
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
依
然

と
し
て
、
市
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は
厳
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
を
大
切
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ

た
中
で
社
会
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
迅
速
か
つ
積

極
的
に
事
業
を
実
施
し
、
現
状
に
満
足
す
る
こ

と
な
く
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
幸
多
き
一
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

のごあいさつ
幸
せ
を
実
感
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
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市
民
の
皆
さ
ま
と
手
と
手
を

　
　 

取
り
合
い
、
課
題
解
決
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

2
0
2
3
年
の
新
春
を
す
が
す
が
し
い
気
持

ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶よ

ろ
こ

び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
私
ど
も
朝
来
市
議
会
の

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
な

ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
北
京
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
て
日
本
勢
が
過
去
最
多
と
な
る
メ
ダ

ル
を
獲
得
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ

タ
ー
ル
大
会
に
て
日
本
代
表
が
ベ
ス
ト
16
に
進

出
と
い
っ
た
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
面
に
お
い
て
喜

ば
し
い
出
来
事
が
多
々
あ
っ
た
反
面
、
国
際
情

勢
を
見
て
み
ま
す
と
私
ど
も
朝
来
市
議
会
も
非

難
決
議
を
し
ま
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
、
中
国
の
我
が
国
領
海
へ
の
相
次
ぐ

侵
犯
、
北
朝
鮮
に
よ
る
度
重
な
る
日
本
海
へ
の

ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
仮
借
な
い
時
事
に
加
え
、

国
内
や
朝
来
市
内
に
目
を
や
れ
ば
円
安
な
ど
に

よ
る
物
価
高
騰
や
、
未
だ
終
息
の
見
え
て
こ
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
生
活
の
ひ
っ
迫
、
JR
の
赤
字
路
線
の
存
廃
問

題
と
い
う
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
た
一
年

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
干
支
で
あ
る
癸み

ず
の
と
う卯
は
「
努
力

が
花
開
き
、
実
り
始
め
る
年
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
、
市
内
で
の

蔓
延
を
防
止
す
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
辛
抱
や
ご
苦
慮
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感
染
対
策
の
徹
底

が
な
さ
れ
、
行
動
制
限
な
ど
の
規
制
が
少
し
づ

つ
緩
和
さ
れ
る
中
、
国
に
お
い
て
感
染
症
法
に

基
づ
く
分
類
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
の
見
直

し
の
議
論
が
本
格
化
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
の

あ
る
社
会
と
し
て
の
新
た
な
枠
組
み
が
構
築
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
堪
え
忍
ん
で
こ
ら
れ
た
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
努
力
に
対
し
て
最
大
限
に
報
い
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
市
議
会
で
は
皆
さ
ま
か
ら

の
大
切
な
声
を
お
聞
か
せ
頂
き
迅
速
に
対
応
す

べ
く
、
広
聴
機
能
の
拡
充
強
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
も
深
刻
な
少
子
化
問
題
や
医

療
福
祉
の
課
題
、市
内
の
経
済
や
産
業
の
振
興
、

公
共
交
通
な
ど
本
市
の
抱
え
る
多
く
の
課
題
は

も
と
よ
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
、
I
C
T
社
会
と
い
っ
た
新
た
な
時
代
に

向
け
た
課
題
な
ど
に
も
、
今
ま
で
以
上
に
市
民

の
皆
さ
ま
と
手
に
手
を
取
り
合
っ
て
解
決
解
消

に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
事
務
局
、
本
庁
舎
、
各

支
所
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
意
見
箱
ま
で
、
お

気
軽
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
朝
来
市
に

と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
、
そ
し
て

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

致
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令和５年 新年 
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10朝来市10大ニュース
昨年１年を振り返ると、さまざまな出来事があり、その中から市の10 大ニュース
をまとめました。皆さんの 10 大ニュースは何ですか？

関西大学関西大学、姫路日ノ本短期大学
　　　　　　　　  と協定を締結

　姫路日ノ本短期大学とは１月 26 日㈬に、教育・保
育の向上や市民サービスの向上を目的に、また、関西
大学とは７月１日㈮に、活力ある地域づくりにつなげ
ることを目的に、それぞれ連携協力に関する協定を締
結しました。

山東町矢名瀬町山東町矢名瀬町
　　　   国道 9 号線改良工事完了　　　   国道 9 号線改良工事完了

　道路の急カーブが要因で、交通事故が多発していた
ことから、長年、地元地域からも改良要望のあった国
道 9 号線の改良工事が完了し、最小曲率半径が 55㍍
から 120㍍に緩和されたほか、歩道も整備されたこと
により、ドライバーや歩行者の安全が確保されました。

第３次朝来市総合計画がスタート第３次朝来市総合計画がスタート

市民一人一人が幸せを実感できることを大切にし、め
ざす将来像「人と人がつながり 幸せが循環するまち
～対話で拓く朝来市の未来～」の実現に向け、さまざ
まな取り組みがスタートしました。

立雲峡テラスに光の道展望所完成立雲峡テラスに光の道展望所完成

　観光を通した市の活性化を目的に、立雲峡テラスに竹
田城跡に続く『光の道』をイメージした高さ約１メート
ルの強化ガラス製のモニュメントが完成しました。

公共交通対策元年 さまざまな公共交通対策を実施公共交通対策元年 さまざまな公共交通対策を実施

　『公共交通対策元年』として、市民の皆さまや交通事業者との
意見交換、鉄道やバスなど基幹となる公共交通を軸としながら、
地域の実情にあった移動手段の検討、さらには利用促進などに向
けた取り組みが開始しました。



Asago Public Relations January 2023Asago Public Relations January 202355

日本遺産認定 5 周年記念事業日本遺産認定 5 周年記念事業
　　　　 「新・山本二三展」開催　　　　 「新・山本二三展」開催

　日本遺産認定 5 周年を記念し、ア
ニメーション美術の創造者である山
本二三氏に描いていただいた 3 枚の
市内の風景画が展示され、来場者が
１万人を超える盛況となりました。

日本オオサンショウウオの会・朝来大会日本オオサンショウウオの会・朝来大会
日本ハンザキシンポジウム同時開催日本ハンザキシンポジウム同時開催

藤岡市長フランス訪問藤岡市長フランス訪問
ジャパンウィークで朝来市を紹介ジャパンウィークで朝来市を紹介

　10 月 1 日㈯から 10 日㈪までの間、藤岡市長は市
民 3 人と共に、芸術文化で友好都市交流を行ってい
るフランス・バルビゾン村を訪問し、「ジャパンウィー
ク」で日本文化の紹介を行ったほか、村長との対談や
地域の視察を行いました。

　新型コロナウイルス感染拡大により、中止と
なっていた催しが３年ぶりに開催されるなど、
地域に活気が戻ってきました。

白井大町藤公園、寺内ざんざか踊り、生野銀谷まち歩きなど白井大町藤公園、寺内ざんざか踊り、生野銀谷まち歩きなど
　　　　コロナ禍で中止となっていたイベントが再開し市内に活気　　　　コロナ禍で中止となっていたイベントが再開し市内に活気

　６月 18 日㈯と 19 日㈰に、日本
オオサンショウウオの会・朝来大会、
前日の 17 日㈮に、国際ハンザキシ
ンポジウムが開催。俳優の竹下景子
さんを招いた対談や事例報告が行わ
れるなど、「自然と共生」に向けた
さまざまな意見が出されました。　

「朝の雲海に浮かぶ竹田城跡」
© 山本二三

出張に同行し、ジャパンウィークで日本文化
を披露する皆さん

くじら前広場に複合遊具設置くじら前広場に複合遊具設置

　子育て環境の充実を図ることを目的に遊具設置に向けて取り
組んでいる中、子育て世代の女性からも意見をいただくなど、
市民の皆さんと行政が協力し、あさごふれあいプール「くじら」
前の広場に複合遊具を設置しました。
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地区 民生委員
・児童委員 民生・児童協力委員 福祉委員

山
東
地
区

滝田 水谷 頼子 田路 裕美 田路 弘美
大垣 
下町 山口 俊二 藤本 妙子 澤田 玲香 澤田 玲香

中町 
上ゲ町 小谷 加代子 木村 史子 谷村 美千代 波多野 美佐子

川原町 天野 浩次
藤尾 桂子 上田 菜穂子
亀本 由佳

新堂 藤井 和佳音 白垣 惠子
大内 夜久 悦夫 西垣 廣久 波多野 和子
塩田 合田　真 掃部 春香
野間 

田ノ口 岩村 信子 福井 紀子 田川 博子 田川 恵子

金浦 福本 辰志 三宅 妙子

末歳 松本 京子
宮田 さと子 安部 佳須美
大橋 勝美

諏訪 西村 陽子 藤岡 陽子 照山 智浩
大月 

向大道 池上 義次 原田 則枝 吉田 みどり 小野 糸枝

楽音寺 濱　順子 奥 久美子 　下 　己

清水町 足立 武裕
新　早苗 小山一美
村尾 章子

小谷 池本 則夫 島田 京美 畑中 春夫
田中 森谷 政雄 安田 弘子
西谷 
西地 中島 正之 福島 賢次 古家 惠美子 福島 賢次

比叡 
東 中尾 盛雄 梶原 明人 岡　武司 森脇 智道

柴 馬場 美千男 安達 ひとみ 安達 まゆみ
一品 

上早田 西　栄深 藤原 政子 澤井 裕子 藤原 政子

早田 山本 敦子 西田 たか子 山本 眞里光
和賀 村上 京子 松原 高晴 金田 千秋
柊木 増田  一富美 奥　恵子
溝黒 

喜多垣 木村 里美 金田 深雪 木村 義明 木村 克彦

山歳 上田 ひとみ
小川 郁代 石田 公夫
石田 久美

迫間 太田 朝子 太田 春雄 松本 　子
与布土 

森 奥村 宏明 藤本 英子 勝山  とも子 衣川  久美子

三保 衣川 桂子 岡　秀樹 西村　強
越田 
柿坪 木村 俊子 垣尾 千春 木村 逸子 垣尾 千春

主任児童 
委員

藤岡 文江
岡林 由佳

地区 民生委員
・児童委員 民生・児童協力委員 福祉委員

朝
来
地
区

物部 石橋 葉子 山中 まゆみ 中島 栄知子
桑市 越中 敦子 松浦 美鈴 谷口 利惠子

上八代 天橋 明美 藤原 明美 髙品 和美
立脇 

愛タウン 榧谷 礼子 　川 千代子 梶谷 美佐子 髙橋 真由美

多々良木 加門 洋子 松田 貞子 今川 ゆかり
石田 大西 三果 太田 まさ子 池野 佐世子

伊由市場 木嶋 公惠 中島 史博 中島　靖
澤 欠員 (2) 欠員 (4)

山内 松本 博文 木下 富子 太田 眞理子
納座 
川上 古屋 由美 杉山 久子 古家 悦子 古手川 紀代美

山口 林 富士男 森垣 正江 田中 京子
立野 谷口 弘子 中本 裕子 髙村　惠

新井 1 区 山口 信道 川中 和子 椿野 美恵子
新井 2 区 高瀬 宏美 木下 弘美 山田 千恵子
新井 3 区 高瀬 幸代 羽渕 由利子 藤原　睦

八代 渡邊 みづほ 谷元 春美 野村 妙子
山本 山田 京子 山田 美保子 足立 美智代
土肥 大久 保義一 森山 知里 砂田 沙紀
老波 
佐中 山下 正之 和田 千惠美 三谷 美加 安積　茂

平野 清水 喜美子 清水 恵美子 清水 小百合
神子畑 仙賀 　子 山内 久美子 出雲 信子
羽渕 北垣  広 柴　勉 梶本 道朗

口田路 神橋  豊 藤次　仁 神橋 恵子
中田路 
奥田路 藤原 加代子 梶本 敏子 西垣 元子 戸田 賢一

元津 鴨谷 多賀子 西垣 智子 能見 みつ代

上岩津 　川 美千代
能見 里恵子 清原 清美
細谷 真由美

主任児童 
委員

佐野 安津子
伊藤 明子

まちの福祉を担う皆さんです
　市は 12 月 16 日㈮、和田山ジュピターホールで、民生委員・児
童委員、主任児童委員、民生・児童協力委員、福祉委員の感謝状授
与式と辞令交付式を開催しました。
　当日は、長年、各委員として福祉の向上に尽力した皆さんへ感謝
状を送り、12 月から着任した 425 人の皆さんへ、厚生労働大臣・
兵庫県知事からの委嘱状を手渡しました。
　民生委員・児童委員、主任児童委員、民生・児童協力委員、福祉
委員が新しく決まりましたのでお知らせします。
▶任期　令和４年 12 月１日　～　令和７年 11 月 30 日
▶問い合わせ先　社会福祉課　☎ 672-6123

≪民生委員・児童委員、福祉委員≫
　支援や介護が必要など生活に困っている人に、相談受付など
　の手助けを行います。
≪主任児童委員≫
　子どもに関する問題について相談受付を行うほか、学校訪問
　などを実施します。
≪民生・児童協力委員≫
　各区の民生委員・児童委員、福祉委員の補佐をします。

退
任
さ
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る
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員
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て
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る
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か
い井 
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地区 民生委員
・児童委員 民生・児童協力委員 福祉委員

生
野
地
区

生野一区 谷川　晃
和田 美智子 松本 とみ子
羽渕 准子

生野二区
松本 みゆき 小谷 みち子 田畑 洋子
横山 由理 児島 圭子 杉浦 友美

生野三区 
生野四区 
生野五区

佐藤 千栄子 
（三区・五区下 ) 成田 和秀 清水 千恵子

渡邊 順子 
( 四区・五区上 ) 長井 順子 安東 紀子

生野六区 
菖蒲沢

千葉 敏廣
( 六区・菖蒲沢 ) 楠　勤子 安積 ゆかり

中野 寿美 
( 六区 ) 下田 惠子 中村 悦美

生野新町
柴田 千明 嵯峨山 和子 福田 ひろみ

奥藤 貴代美 足立 久美子 宮田 孝子
奥銀谷 藤谷 登志子 藤原 益代 杉野 照美
小野 西村 貞夫 成瀬 政子 藤原 智子
生野

緑ヶ丘 安井 慎子 吉成 美好 大西 惠子

竹原野 安木 喜代一 白瀧 千加乃
上生野 竹村 愛子 青石 純子
黒川 足立 弘子 上田　浩 奥藤 明美

猪野々
白口 欠員 (1) 欠員 (2) 欠員 (1)

円山 夜久 賢司 大城 加代
小田和 中川 幸一 安下 恵美子
北真弓 小島 茂幸 小田垣 朋子 日下 照美
南真弓 寺前　強 仲島 美幸 小田 正儀
川尻 佐子 美喜子 日下部 弘美

栃原 上田 浩子
千葉 良子 細見 里美
笹野 弘子 小路 伴子
藤本 佳子

主任児童 
委員

山野 小百合
石井 二郎

地区 民生委員
・児童委員 民生・児童協力委員 福祉委員

和
田
山
地
区

林垣 日下 康代 平田 真澄 山名 加寿美
緑ヶ丘 稲田　昇 小林 豊子 野村 真沙実

秋葉台 1
秋葉台 2 中村 直行 　山 重美 岸本 ひとみ 才木 登志子

秋葉台 3
秋葉台 4 三浦 英子 澤瀉 節子 村橋 紀子 安達 貴美恵

寺内
万葉台
室尾

桑島 哲朗
岡本 千代栄

森　浩信 
足立 紀昭鈴木 玲子

森　浩信
高生田 馬場 淳子 松上 雅子 佐藤 依吏子
市場 平野 千代子 天野 和美 天野 美千代

和田
内海 長田 俊英

三浦 貴美子 梶原 仁美
梶原 真二

竹ノ内 吉田 久美子 中村 礼子 西尾 ひとみ
朝日 金丸 祐子 橋口 扶美子

東谷
寺谷 伊達 美穂子

土田 照美
夛治川 知秋

日下部 美　

平野
稲田 双美 佐藤 はるみ 中武 紀子
梶原 道子 中村 万里子 中村 則子

土田 欠員 (1) 欠員 (2)
西土田 鳥井 生子 上田 賀代子 前田 有子

地区 民生委員
・児童委員 民生・児童協力委員 福祉委員

和
田
山
地
区

宮田 浅野 幸子 千　 紀子 藤野 幸子
高瀬 梅田 京子 石塚 弘美 足立 洋美

法道寺 
宮内 雜賀 忠文 和田 朝子 小山 和美 戸田 和子

岡 
芳賀野 藤原 淳子 藤岡 田鶴子 仲野 敦子 仲野 敦子

高田 橋本 みどり 雜賀 松代 橋本 　恵

和田山
上町 石川 ひかる 大槻 典子 山本 峰子

和田山
京口 稲垣 きく栄 赤頭 史子 正垣 出恵

和田山
本町 伊達 博之 嘉屋 慶子 安積 整子

和田山
新町 佐藤 佳木 巻野 めぐみ 池本 久子

枚田
高品　巧 髙階 美佐子 枚田 陽子
高島 清志 松原 佳代子 若林 秀美

比治 
市御堂 山本　稔 篠岡 利子 笠垣 明美 太田　保

法興寺 
立ノ原 古屋敷 義信 堀田 千惠子 北垣 多佳子 尾花 操子

枚田岡
松本 悦子 藤井 美保 中川　泉

川本 志津江 松本 みつる 中川 まり子
玉置 北垣 友教 愛原 明子 西垣　惠
桑原 安積 禎子 絹川 逸子 藤井 京子
柳原 加藤 貞美 上田 元成 西垣 淑子
駅北 吉井 正己 田中 　子

駅前
中島 敏喜 田中 眞理子 中島 正子
馬場 秀樹 正垣 佳代子 北市 尚子

白井 藤原 ひとみ 衣川 信子 長野 容子
宮

久田和 稲津 直人 菱沼 美矢子 清水 かおり 植野 眞壽美

東和田 
中 上道 和世 衣川 尚美 須磨 弥生 衣川 尚美

野村 
岡田 森脇 実佑 垣尾 輝美 和田 仁美 足立 年枝

弥生が丘 1 
弥生が丘２ 髙芝 さおり 福田 廣子 藤原 栄市 山本 浩子

竹田下町 梶　孝江 平松 明子 池野 佐枝子
米屋町 
東町 太田垣 喜久子 木村 生子 永井 三栄子 永井 三栄子

観音町 
中町 松浦 直樹 藤本 清美 國眼 厚志 國眼 厚志

竹田上町 
殿町 杉谷 利広 松本 範子 清水 一美 花田 裕一

竹田新町 大槻 龍明 平位 恵美 森下 久美子
旭町 並川 裕子 片山 敦子 田中 美穂
栄町 山本 昌代 上野 小百合 藤原 厚子
安井 吉田 淑子 石原 佳子 吉田 尚子

殿
三波
藤和

西垣 裕子
平松 しげみ

山本 和恵 
藤原 順子山本 優子

藤原 三根男
久留引 藤井 佳子 太田 久代
加都 原田　靖 藤岡 千惠子 井上 文美
筒江 　岡 澄子 木村 厚子 井上 敏子

久世田 
城南台 古川 弘子 民部 好子 衣川 知子 衣川 知子

主任児童 
委員

佐藤 友希
㔟溜 修子

平岡 美菜子
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▶交通事故（11 月）

▶救急・火災件数（11 月）

　人身事故　  97 件
　死者　　　    0 人
　負傷者　　113 人

　救急・救助  127 件
　火災　　　　　１件

マイナンバーカード
休日・時間外窓口（予約制）
　カードの交付・更新・申請受
付を行います。平日の開庁時間
内にお越しになれない人は、ぜ
ひご利用ください。
※交付・更新は開設日の３日前
　までに予約をお願いします。
※申請は予約不要です。本人確
　認書類と通知カードを持参し
　てください。
▶日時
　１月８日㊐、２月５日㊐

　８時 30分～ 12時
　毎週金曜日（12月30日は除く）
　　　17時 30分～ 19時

▶場所・問い合わせ先
　市役所本庁舎１階
　市民課　☎ 672-6120

今月の税金など

市県民税　　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　第７期
後期高齢者医療保険料　第７期

納付は便利な口座振替で

　市は、定住人口の増加による市の
活性化を図ることを目的とした定住
促進住宅の入居者を募集します。
▶所在地
　朝来市和田山町法興寺 46 番地 7
▶募集住戸・間取り
　１号棟および２号棟の空き住戸、
　３DK( 約 53㎡ )
▶家賃　45,000 円
※子育て世代などを対象に家賃の減
　額制度があります。
▶共益費
　1,300 円
▶駐車場使用料
　１区画 2,000 円
▶入居資格
〇市町村税を滞納していない人
〇現在、同居し、または同居しよう
　とする親族などがある人
〇その者または同居家族が、暴力団
　員でないこと
〇所得要件が条例に規定する範囲を
　超えていない人
※詳しくは、下記の管理業務委託先
　まで問い合わせいただくか、
　市ホームページを確認ください。
▶問い合わせ先
　北兵庫土地㈱
　☎ 670-2238

定住促進住宅
サン・コーポラス和田山
入居者募集　市は、現在、生野地域を運行して

いるアコバスの停留所や予約方法な
どを変更した内容で、社会実験を行
います。
　社会実験の期間中、アコバス（黒
川コース・生野西コース）は運休と
なりますが、㈱ウイング神姫が運行
する路線バスは通常運行します。
　今後の新たな移動手段を検討して
いく上で、非常に重要な社会実験と
なりますので、多くの市民の皆さん
の参加をお願いします。
▶期間　１月 10 日㊋～３月 10 日㊎
※社会実験終了後は、元の運行形態
　に戻します。
▶運行日　
　月・火・木・金・土
　（水・日・祝日は運休）
▶予約方法
　電話またはインターネットで予約
　してください。
▶利用料金
　１回の乗車につき 300 円
※一部 400 円区間あり。
▶予約センター電話番号
　☎ 079-666-8120
▶予約受付時間
　月・火・木・金・土、７時～ 15 時
▶問い合わせ先
　総合政策課　☎ 672-6110

生野町予約型乗合バス
社会実験の実施

　

高校生等医療費助成制度について

▶高校生等医療費助成制度とは？
　市では子育て支援を目的として、０歳から高校生世代まで
　の医療費一部自己負担分の助成を実施しています。入院
　にかかる医療費を助成対象とし、申請いただいた場合、
　償還払いにて対応しています。
▶対象者
　高校生など、市の区域内に住所を有する下記の者のうち、
　15 歳に達する日の翌日以後最初の４月１日から 20 歳
　に達する日の属する月の末日までの間にあるもの
①高等学校、中等教育学校または特別支援学校に在学する人
②高等専門学校に在学し第３学年の課程を修了するまでの人
③専修学校（高等課程に限る。）に在学する人
④外国人学校に在学する者

▶所得制限
　保護者の市町村民税所得割額が合計 23.5 万円未満
　（乳幼児等医療費助成制度基準を準用）
▶手続き方法
　医療機関窓口で健康保険の負担分をいったんお支払いい
　ただき、支払ったことのわかる領収書、高校生などとわ
　かる学生証など、保険証および振込先のわかるものをお
　持ちのうえ、市民課、各支所窓口で申請してください。
　後日返金します。
※他公費医療が利用できる人は、当該制度が対象とする傷
　病などについては対象外です。
▶問い合わせ先
　市民課（国保医療年金係）　☎ 672-6120
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▶公演日　３月５日㊐
▶開演　14 時（開場 13 時 30 分～）
▶料金　
　4,000 円（当日 300 円増）
※友の会会員は 200 円 OFF（2 枚まで）
▶発売日　
　友の会 1 月 12 日㊍ 9 時～
　一般 1 月 18 日㊌ 9 時～

岡本知高リサイタル 2023 　室尾野外活動センターは、朝来市
公共施設再配置計画に基づき、種々
の検討を行った結果、同センター条
例および施行規則を廃止することと
しています。
　このことについて、市民の皆さま
にお知らせするとともに、ご意見や
ご提案を募集します。
▶募集期限
　令和 5 年１月 20 日㊎まで
▶閲覧方法
　市ホームページに掲載するほか、
　和田山生涯学習センターと各支所
　窓口にも設置します。
▶提出方法
　意見提出様式により、持参の場合
　は生涯学習課または各支所へ、郵
　送、ファックス、電子メールの場
　合は生涯学習課に提出してください。
▶受付時間　８時 30 分～ 17 時 15 分
　（土日祝を除く）
▶提出・問い合わせ先
　生涯学習課　☎ 672-0188
　ファックス　672-1734
　メール　sgakusyu@city.asago.lg.jp

室尾野外活動センター
条例・規則の廃止に関する
パブリックコメント募集

　音楽の好きな人、バイオリンが弾
けるようになりたい人、みんなで
オーケストラを楽しみたい人など、
ぜひご応募ください。
▶募集対象
〇バイオリン…小学校２年生以上
〇管楽器、打楽器…小学校高学年以上
▶練習日
　火曜日　18 時 30 分～ 20 時
　土曜日　15 時～ 17 時
※練習日には練習を公開しています。
　バイオリンの体験もできます。
▶場所
　和田山生涯学習センター
▶募集期間
　１月 10 日㊋～２月 28 日㊋
▶入団申込方法
　各小中学校または事務局まで連絡
　をお願いします。
▶問い合わせ先
　朝来市少年少女オーケストラ事務局
　（和田山生涯学習センター内）
　☎ 672-6170

生野マインホール ㊡月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

＊公演当日はマスクの着用・咳エチケット、手指消毒をお願いします。
＊入場時に体温測定をさせていただきます。発熱のある人は入場をお控えください。
＊新型コロナウイルス感染拡大状況により公演を延期または中止する場合があります。

少年少女オーケストラ
第 35期生団員募集

　次のとおり、国有林モニターを募
集します。
▶任期
　令和５年４月１日
　　～令和６年３月 31 日 まで
▶対象者　
　県内在住で、森林・林業および
　国有林に関心のある成人の人
※国会および地方議会の議員、地方
　公共団体の長、常勤の国家公務員、
　令和２年度から令和４年度まで３
　年間連続して国有林モニターを務
　められた人は除きます。
▶応募締切　
　１月 31 日㊋まで
※詳しくは、近畿中国森林管理局　
　ホームページをご覧ください。
▶問い合わせ先
　近畿中国森林管理局総務企画部
　企画調整課 林政推進係
　☎ 06-6881-3412

国有林モニター募集

セミセルフレジを導入
　新型コロナウィルス感染症対策
および市民の利便性向上のため、
本庁１階市民課、税務課、各支所
窓口にセミセルフレジを導入しま
した。証明書交付手数料などのお
支払いにご利用ください。
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お悔やみ申し上げます（敬称略）

兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス　☎ 0120-9
きゅうなきゅうようこい

79-451（１月のテーマ）　【月曜】キラキラしたものが見える病気（閃
せ ん き あ ん て ん

輝暗点と光
こ う し し ょ う

視症）
【火曜】マイナ保険証【水曜】つき指【木曜】「ラクナ梗

こ う そ く

塞」って何ですか？【金土日】伝染性単核球症　※ 9 日（月・祝）は 金土日のテーマ

　今冬は、全国的に電力需給の厳しい
状況が予測されます。体調などに無理
のない範囲で協力をお願いします。
▶節電対策の例
〇暖かい格好で過ごしましょう
〇軽い運動で体を温めましょう
〇省エネ家電への買替を検討しましょう
〇温かい飲み物や食べ物をとりましょう
〇定期的な換気も忘れずに、室温 20℃
　を目安に適正暖房を行いましょう。
≪電力需給ひっ迫時の対応≫
　国は、翌日の供給予備率の見込み
が３～５％の場合は注意報を、３％
を下回る場合は警報を前日の 16 時
を目途に発令します。警報発令時は、
さらなる協力をお願いします。
〇消費電力の高い電気製品の使用控え
〇照明の部分消灯　など
▶問い合わせ先
　市民課
　☎ 672-6120

節電・省エネに
ご協力ください

令和４年度但馬県民局
空き家相談会

　市は、県指定史跡・池田古墳の国
史跡化に向けた取り組みの一環とし
て、池田古墳と市内に存在する重要
な大型古墳の魅力を広く伝えるた
め、歴史講演会を下記のとおり開催
します。
▶日時　
　１月 22 日㊐、13 時～ 15 時
▶場所　大蔵地区市民会館
　（朝来市和田山町宮田 186-3）
▶定員　
　50 人※先着順
▶講師　
　菱田 哲郎氏
　（京都府立大学文学部教授）
▶講演内容
　「池田古墳の被葬者と但馬の王墓群」
▶問い合わせ先
　大蔵地域自治協議会事務局
　☎ 672-5651

「南但馬の王墓・（仮称）
朝来養父古墳群」
地域歴史講演会 　山水や井戸水などを下水道に流入

されている家庭は、世帯員数により
下水道使用料に井戸水加算をしてお
ります。世帯員数に変更がある場合
は、届け出をお願いします。また、
山水や井戸水などを使わなくなった
場合や下水道に流入しなくなった場
合は、下水道使用料の加算が必要な
くなるため、下記まで相談ください。
▶問い合わせ先
　朝来市上下水道お客さまセンター
　☎ 676-2081

　相談員が空き家のお悩みにお応え
し、問題解決をサポートします。
▶日時　
　１月 27 日㈮、13 時～ 17 時
▶場所　
　兵庫県和田山庁舎 301 会議室
　（朝来市和田山町東谷 213 － 96）
▶対象　朝来市、養父市にある空き家
▶申込方法
　開催日の 3 日前までに、電話ま
　たはメールで申し込みください。
▶申込・問い合わせ先
　NPO 法人
　Goodstock（グッドストック）
　☎ 0791（78）9220
　メール　info@good-stock.net

山水や井戸水などを
使用する皆さまへ

　絵画・立体、工芸・書・写真の４部門で公募した作品のうち、入選以上に
選ばれた作品を展示します。
▶会期　１月 28 日㊏～３月５日㊐
▶会場　あさご芸術の森美術館２階企画展示室

～あさごからの風～朝展 2023

あさご芸術の森美術館 ㊡水曜日
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戸籍の窓

▶掲載対象期間
11/16
　 ～ 12/15 届出分

（R4.11.30 現在）
総人口　　28,748 人
　　　　　　  （－28）　   

男         　13,799 人
　　　　 　　（－16）　

女　　　　14,949 人
                   （-12）　

世帯数   12,311 世帯
　　　　　　（-2）　 

（　）は前月比

お誕生おめでとうございます（敬称略）お誕生おめでとうございます（敬称略）

　　　　　　

　年齢を重ねても元気で過ごせることは、高齢者の皆さんはもちろんのこと市民誰もの願い
です。しかし、病気やけがなどで要介護の状態になられた場合は、介護保険サービスを使っ
ていただき、できるだけ今までに近い生活をめざして支援するようにしています。

問い合わせ先　朝来市地域包括支援センター　☎ 672-6125　生野地域包括支援センター（生野町のみ）　☎ 670-5202

①日常生活の注意
〇無理な行動をしない
　（高いところのものをとる、重いものを運ぶなど）
〇自宅の環境を整える
　（新聞紙や電気コードにつまづくことがあります）
〇浴室、脱衣室など滑りやすい環境は危険です。福祉
　用具などで安全な環境を整えましょう

②転ばぬ先の杖、早めに手すりなどをつけましょう
〇手すりはトイレ、浴室、玄関など動作の多いところ
　に取り付けるのが目安です
〇また、浴室の椅子を高くしたり、滑り止めマットな
　どもあるとよいでしょう
　これらは介護保険サービスなど福祉サービスの利用
　が可能な場合があります。早めに検討しましょう。

③足腰を丈夫にしましょう
〇適度な運動、年齢や体力に応じ身体を動かすことを
　心がけましょう
〇いきいき百歳体操など緩やかな筋トレは、筋肉を丈
　夫にします
〇グランドゴルフや田畑の仕事も運動になります
　楽しみながら続けることがよいでしょう
〇疲れたと思ったら休息も大事です
〇ウオーキングを習慣にしている人は、シューズのす
　り減りに注意しましょう
　（靴によって膝や足首を痛めることがあります）

転倒予防に注意した生活をしましょう転倒予防に注意した生活をしましょう

　介護保険サービスを使うきっかけとなった病気などを調べてみると、年度によって変化はありますが、脳卒中、骨折、
認知症などが上位を占めています。今回は、この骨折の予防について考えてみたいと思います。
　骨折をおこす前には、必ず何か出来事がおこっています。滑ってこけた、尻もちをついた、ぶつかったなど、事故を予
防する生活とともに、丈夫な身体づくりについて以下のことに注意してみましょう。

④食事内容に注意しましょう
〇筋肉を蓄える大切な栄養素、
　タンパク質を取るよう心がけま
　しょう
　毎食すこしずつ肉、魚、豆腐、
　卵を摂

と
ることで筋肉を維持します。

　筋肉の維持は、いざという時に転倒しない大事な味
　方になります
〇骨を丈夫にするには、カルシウムの摂取とともに、
　適度な運動や日光にあたることが大切です。

　「あさごいきいき百歳体操」は地域ぐるみで取り組む体操です。体操に取り組んでみたい、また福祉用具を検討されたい
という人も、下記までご連絡ください。　

兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス　☎ 0120-9
きゅうなきゅうようこい

79-451（１月のテーマ）　【月曜】キラキラしたものが見える病気（閃
せ ん き あ ん て ん

輝暗点と光
こ う し し ょ う

視症）
【火曜】マイナ保険証【水曜】つき指【木曜】「ラクナ梗

こ う そ く

塞」って何ですか？【金土日】伝染性単核球症　※ 9 日（月・祝）は 金土日のテーマ
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健康カレンダー健康カレンダー
12 ／ 16～１／ 1512／ 16～１／ 15

月 日 曜日 内容 場所

１
月

18 水 ごっくん離乳食教室 朝来市保健センター

19 木 ８カ月児健診 朝来市保健センター

20 金 ペンギンるーむ 朝来市保健センター

24 火 ぱくぱく離乳食教室 朝来市保健センター

25 水 健康セミナー
（脂質異常症 医師） 朝来市保健センター

27 金 献血 朝来庁舎

２
月

2 木 １歳６カ月児健診 朝来市保健センター

3 金 ３歳児健診 朝来市保健センター

15 水 ごっくん離乳食教室 朝来市保健センター

健康健康コーナーコーナー
◆問い合わせ先
　健幸づくり推進課
　☎６７２－５２６９（朝来市保健センター）

「はたちの献血」キャンペーン実施中！
　献血者が減少しがちな冬期に、安全な血液製剤の安定
供給を確保するため、新たに２０歳を迎える若者を中心
に、「はたちの献血」キャンペーンを実施しています。
はたちの記念にぜひ献血に行ってみませんか。
▶１月の献血予定

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード
　（お持ちの人のみ）を持参ください。
※ラブラッド会員（年間複数回献血クラブ）に登録ください。

食事で高血圧を予防しましょう
　高血圧の原因の一つとして、塩分の摂りすぎがありま
す。毎日の食生活の中で減塩ポイントを取り入れて、高
血圧予防に取り組みましょう！

　「日本人の食事摂取基準（2020 年度版）」では、成人の
１日の塩分摂取目標量を男性 7.5㌘未満、女性 6.5㌘未満
としています。高血圧治療の目標量は６㌘未満です。しか
し、実際の１日の塩分平均摂取量は目標量より約２㌘多く
なっており、塩分を摂りすぎている現状にあります。

～食べるとき～
▶塩分を多く含む食品は、食べる回数や量を減らす　
　塩分を多く含む食品：漬物、佃煮、加工食品（ハム、
　ウインナーなど）、練り製品（ちくわ、かまぼこなど）、
　干物など
▶ラーメンなどの麺類の汁は残す
　スープを全部残すと塩分量が半分程度になります。
※麺類は 1 杯あたり約５～７㌘の塩分を含んでいます。
▶汁物は１日１杯までにする
　寒い時期は温かい汁物を飲みたくなりますが、みそ汁
　などの汁物は塩分を多く含むため、1 日１杯までを心
　がけましょう。
▶ソースやしょう油などの調味料は『かける』より『つける』
　調味料の量を調節しやすく、塩分を減らすことができる。

～作るとき～
▶香り、酸味、風味、辛味のあるものを上手く活用する
　香り（しょうが、青じそなど）、酸味（レモンやゆず
　など柑橘類や酢など）、風味（ごまなど）、辛味（から
　し、カレー粉、唐辛子など）を取り入れることで、塩
　味が少なくてもおいしく食べることができる。
▶昆布や鰹節などから天然だしをとる
　天然だしはうま味があるため、満足感が得られ、減塩
　につながる。
▶１食の中で味付けにメリハリをつける
　１品はしっかりと味をつけ、他のおかずは薄味にする
　など味付けに強弱をつけることで、薄味でも物足りな
　さを感じにくくなる。
▶しっかり焼き目をつけて香ばしくする
　香ばしくすることで、薄味でもおいしく感じることが
　できる。

☆こちらもご覧ください→
　市ホームページ
　「塩分のとりすぎに気をつけよう」

期日 受付時間 場所

１月 27 日㊎ 9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

朝来庁舎
※ 400ml のみ受付

１月 29 日㊐ 11:30 ～ 16:00 イオン和田山店
※ 400ml のみ受付

▶診療日
≪１月≫ 1 日㊐・㊗、2 日㊊、３日㊋、８日㊐、９日㊊・㊗、
　　　　15 日㊐、22 日㊐、29 日㊐
≪２月≫ 5 日㊐、11 日㊏、12 日㊐、19 日㊐、23 日㊍・㊗、
　　　　26 日㊐
▶受付時間　８時 30 分～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
▶場所　和田山町法興寺378-1（朝来市保健センター併設）
▶診療科　内科、小児科
▶持ち物　保険証、医療費受給者証、マイナンバーカード、
　診療費
▶連絡・問い合わせ先　南但休日診療所　☎ 672-5269
※受診時には事前に電話で連絡ください。
※医師の判断により新型コロナウイルス感染症の検査を行い
　ます。検査できない診療日もありますので、受診される場
　合は必ず電話でご確認ください。

南但休日診療所《１月・２月始診療日》
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相談名 日時 場所 内容 担当課（電話番号）

一
般
相
談

 人権相談

１月 12 日㊍
13:30 ～ 15:00

生野保健センター

人権問題に関する相談 人権推進課
☎ 672-6122

和田山生涯学習センター
２月９日㊍

13:30 ～ 15:00
山東老人福祉センター
朝来老人福祉保健センター

 行政相談 ２月 20 日㊊
10:00 ～ 11:30

市役所本庁舎 1 階相談室 官公庁の仕事の苦情や意見・要望
または相談

市民課
☎ 672-6120生野保健センター

出張年金相談
（前日までに要事前予約）

２月２日㊍
10:00 ～ 16:00 市役所本庁舎 403 会議室

年金に関する全般的な相談
【持ち物】
・基礎年金番号のわかるもの
・身分証明書（運転免許証など）

豊岡年金事務所
☎ 0796(22)0948

 消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:30

朝来市消費生活センター
（市民課内）

悪質商法・多重債務・架空請求
などの相談

朝来市消費生活センター
☎ 672-6121
消費者ホットライン ☎ 188

こ
こ
ろ
と
身
体

 健康相談 月～金曜日
8:30 ～ 17:15 朝来市保健センター こころや身体の健康に関する相談 健幸づくり推進課

☎ 672-5269

 こころのケア相談
 （要予約）

１月 25 日㊌
13:30 ～ 16:30

２月８日㊌
14:00 ～ 16:00

朝来市保健センター 人間関係の悩みやストレス、う
つ病や認知症など精神疾患を有
する場合などの相談

健幸づくり推進課
☎ 672-5269

 若者のこころの相談
 （要予約）

１月 26 日㊍
13:30 ～ 16:00 朝来健康福祉事務所 朝来健康福祉事務所

☎ 672-0555

子
育
て
相
談

 家庭児童相談室 月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課 子育て、家庭の悩みなど児童に

関する相談
社会福祉課
☎ 672-6123

 子育て世代
 包括支援センター

月～金曜日
8:30 ～ 17:15 朝来市保健センター 乳幼児の子育て、妊産婦の健康

の悩みなど
健幸づくり推進課
☎ 672-5269

 すこやか相談 １月 20 日㊎
9:30 ～ 11:30 朝来市保健センター 妊婦、子育てに関する相談 健幸づくり推進課

☎ 672-5269

ひ
と
り
親

家
庭
相
談

 母子・父子相談
 （ひとり親家庭の相談）

月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課 生活上の悩みなど、母子・父子

家庭の自立に向けた相談
社会福祉課
☎ 672-6123

 ひとり親家庭等特別相談
 （予約制）

２月 14 日㊋
※２月２日㊍
までに要予約

市役所本庁舎２階相談室 弁護士による無料相談
( オンライン相談 1 回 30 分 )

社会福祉課
☎ 672-6123

フェミニストカウンセラーによる
女性のなやみ相談（要予約）

１月 11 日㊌
12:30 ～ 15:30 市役所本庁舎 404 会議室 人間関係、夫婦関係、生き方など

女性が抱えるさまざまな悩みの相談
人権推進課
☎ 672-6122２月８日㊌

12:30 ～ 15:30

 DV 相談 月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課 配偶者からの暴力に関する相談 社会福祉課

☎ 672-6123

 身体障害者相談 ２月６日㊊
13:00 ～ 16:00 山東老人福祉センター 身体障害に関する相談 社会福祉協議会山東地域センター

☎ 672-0440

 認知症相談 月～金曜日
８:30 ～ 17:15 ふくし相談支援課 認知症に関する相談 ふくし相談支援課

☎ 672-6125

 ひきこもり支援相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課

ひきこもりに関する相談

社会福祉課
☎ 672-6123

㊌ 9:00 ～ 12:30
㊎ 9:00 ～ 12:30
㊎ 13:30 ～ 17:00

居場所いろは
居場所いろは
☎ 080-4978-4566

【電話相談】
月～金曜日、9:00 ～ 17:00

月・火・木・金・土
11:00 ～ 15:00 居場所どんぐりの家 朝来どんぐりの会

☎ 668-9192
 生活保護相談
 生活困窮者の自立相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15 社会福祉課 生活保護に関する相談、収入減

少など、生活の不安に関する相談
社会福祉課
☎ 672-6123

仕
事
相
談

 あさご元気産業
 創生センター

月～金曜日
8:30 ～ 16:30

あさご元気産業創生センター
（経済振興課内） 仕事に関すること全般 あさご元気産業創生センター

☎ 672-2816

 ジョブサポあさご 月～金曜日
8:30 ～ 16:30

ジョブサポあさご
（経済振興課内） 就職に関すること全般 ジョブサポあさご

☎ 672-2816

 若者の就労相談
 （要予約）

第２・４水曜日
13:00 ～ 17:00

山東生涯学習センター
（山東庁舎内） 若者の就労、自立に向けた相談

労協若者サポート
ステーション豊岡
☎ 0796（34）6333随時（月 1 回程度）朝来生涯学習センター

法
律
相
談

 司法書士による法律相談
 （要予約）

２月４日㊏
13:00 ～ 16:00 和田山ジュピターホール 司法書士による登記・相続・多

重債務などの法律相談
兵庫県司法書士会但馬支部
☎ 0796（23）7817

 総合法律センター
 南たじま相談所（予約制）

１月 26 日㊍
13:00 ～ 15:00 和田山老人福祉センター 弁護士による法律相談

（予約制・１回30分・相談料5,500円）
兵庫県弁護士会
☎ 078（351）1233

 土地家屋調査士による
 無料相談 （要予約）

１月 21 日㊏
２月 18 日㊏

13:30 ～ 16:00
アイティ 7 階
豊岡市民プラザ市民活動室 B

土地建物登記、
土地境界に関する相談

兵庫県土地家屋調査士会但馬支部
☎ 0796（23）3860

お気軽にご相談ください。
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、中止とする場合があります。
相談日が祝日・振替休日や年末年始のときは、実施しない場合があります。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
2
0
2
3
年

は
陰
陽
五
行
説
に
も
と
づ
く
十じ

っ
か
ん干

十じ
ゅ
う
に
し

二
支
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
癸

み
ず
の
と

卯う

」

に
あ
た
り
ま
す
。
十
干
の
最
後
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
終
わ
り
を
意
味

す
る
と
同
時
に
物
事
の
始
ま
り
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
卯
」

は
穏
や
か
な
ウ
サ
ギ
の
様
子
か
ら

安
全
を
意
味
す
る
と
も
言
わ
れ
、

な
に
か
を
始
め
る
の
に
縁
起
が
良

く
景
気
回
復
の
年
に
な
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
を
迎
え
、
ま
た
世
界
が
平
和
を

取
り
戻
し
、
両
者
の
影
響
で
冷
え

込
ん
だ
経
済
が
回
復
す
る
年
に
な

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
数
年
お
正
月
の
本

稿
の
話
題
に
は
そ
の
年
の
干
支
に

関
す
る
話
題
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
「
卯
」
を
名
に
も
つ

朝
来
に
関
係
の
深
い
人
物
を
紹
介

し
ま
す
。
そ
の
人
物
は
生
野
義
挙

で
活
躍
し
た
戸と

は
ら原
卯う

き
つ橘
。
通
称
卯

橘
、
本
名
戸
原
継つ

ぐ
あ
き明
は
天
保
6
年

（
1
8
3
5
）
秋
月
藩
（
福
岡
藩

の
支
藩
）
黒
田
家
の
藩
医
の
家
の

三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
卯

橘
は
5
、6
歳
で
書
を
読
み
、
10

歳
で
儒
教
の
教
科
書
「
四
書
五

経
」
を
理
解
し
、
普
段
は
温
和
な

性
格
で
無
口
な
が
ら
、
議
論
す
る

と
ま
さ
に
立
て
板
に
水
が
流
れ
る

よ
う
だ
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。
16
歳
に
な
る
と
肥
後
（
現
在

の
熊
本
県
）
で
漢
学
を
学
び
、
そ

の
後
福
岡
藩
で
医
学
と
漢
学
を
修

め
ま
し
た
。
22
歳
か
ら
３
年
間
江

戸
、
京
都
で
儒
学
医
学
を
学
ん
だ

あ
と
、
再
び
肥
後
で
医
学
を
学
び

ま
し
た
。

　

遊
学
中
に
「
安
政
の
大
獄
」
が

始
ま
り
ま
す
が
、
行
く
先
々
で
尊

王
攘
夷
派
の
志
士
と
も
交
流
を

持
っ
た
卯
橘
は
、
次
第
に
国
を
思

う
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。卯
橘
は
親
友
で
あ
っ

た
海か

い
が賀
宮み

や
と門
と
一
緒
に
秋
月
藩
の

藩
論
を
尊
王
攘
夷
に
ま
と
め
よ
う

と
、
藩
主
に
意
見
書
を
提
出
し
て

第182回

卯を名乗る卯を名乗る
　　朝来ゆかりの人物　　朝来ゆかりの人物

～戸原卯橘～～戸原卯橘～

和田山・あさごのお休み：月曜日（祝日の時は翌平日）　生野のお休み：土・日・月・祝日
蔵書点検による全館・室共通休館日：1 月 30 日㊊～ 2 月 6 日㊊

おはなし会　毎週土曜日におはなし会をしています
　和田山図書館 10 時 30 分から／ 14 時から
　あさご森の図書館 11 時 10 分から／ 15 時 15 分から
★赤ちゃん向けおはなし会
　和田山図書館 　１月 28 日㊏ 10 時 30 分から
　あさご森の図書館 　１月 26 日㊍ 11 時から

読
書
時
間
を
ご
ゆ
る
り
と

『
に
っ
ぽ
ん
の
ス
ズ
メ
』

　
　
　
　
小
宮
輝
之
（
カ
ン
ゼ
ン
）

　
古
代
か
ら
ス
ズ
メ
は
、
日
本
人

に
と
っ
て
最
も
身
近
な
野
鳥
の
ひ

と
つ
で
し
た
。
昔
話
に
登
場
し
た

り
、
多
く
の
文
人
が
句
に
詠
ん
だ

り
、
江
戸
時
代
に
は
ペ
ッ
ト
と
し

て
人
気
を
博
し
た
こ
と
も
。
そ
ん

な
ス
ズ
メ
の
魅
力
を
、
愛
く
る
し

い
写
真
と
と
も
に
解
説
し
ま
す
。

読
書
時
間
を
ご
ゆ
る
り
と

『
プ
リ
テ
ン
ド・フ
ァ
ー
ザ
ー
』

　
白
岩
玄（
集
英
社
）

　

妻
と
死
別
し
幼
い
娘
と
暮
ら

す
恭き

ょ
う
へ
い平

は
、
育
児
と
仕
事
の
両

立
に
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
時
、

元
同
級
生
の
章
吾
と
再
会
。
彼

が
、
妻
の
海
外
勤
務
中
、
一
人

で
息
子
を
育
て
て
い
る
と
知
る
。

彼
に
懐
く
娘
を
見
た
恭
平
は
、

章
吾
に
あ
る
提
案
を
し
た
。

『
い
の
ち
が
か
え
っ
て
い
く
と
こ
ろ
』

　
伊
藤
秀
男
（
童
心
社
）

　
夜
明
け
前
、
た・

も・

ん・

は
お
父
さ

ん
と
川
に
向
か
っ
た
。
流
れ
に
釣

り
糸
を
投
げ
込
み
、
辛
抱
強
く
待

つ
が
反
応
は
な
い
。
諦
め
か
け
た

そ
の
時
だ
っ
た
。
グ
イ
ッ
と
さ
お

を
し
な
ら
せ
現
れ
た
の
は
…
。

命
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
成
長
し

た
、
ひ
と
り
の
少
年
の
物
語
。

『
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
お
手
入
れ
法
』

ウ
ィ
ル
・
ワ
イ
ル
ズ （
東
京
創
元
社
）

　
完
璧
主
義
の
旧
友
オ
ス
カ
ー
に

頼
ま
れ
、
留
守
番
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ぼ
く
。
部
屋
の
あ
ち
こ
ち

に
彼
の
注
意
書
き
メ
モ
を
見
付

け
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
が
、

床
に
ワ
イ
ン
の
染
み
を
つ
く
っ
て

し
ま
う
。こ
れ
が
引
き
金
と
な
り
、

不
運
の
連
鎖
が
始
ま
っ
て
い
く
。

和田山図書館　　　☎ 672-1700
あさご森の図書館　☎ 670-4710
生野支所　　　　　☎ 679-2240

蔵書検索・イベント
休館日はこちらから本のお楽しみ福袋（和田山図書館・あさご森の図書館）

　1 月 17 日㊋から、テーマに沿った本が 2 冊セットになった福袋を
　今年もご用意します。大人用も子ども用もあるのでお楽しみに！
貸出がおトクに！耳より情報
   蔵書点検による休館前の 1 月 17 日㊋～ 29 ㊐は、貸出冊数
　無制限・貸出期間４週間になります。ぜひご利用ください。
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い
ま
す
が
、
意
見
書
の
内
容
が
過

激
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
次
第

に
遠
ざ
け
ら
れ
、
要
注
意
人
物
と

み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い

に
平ひ

ら
の野
國く

に
お
み臣
ら
と
倒
幕
計
画
に
関

係
し
た
と
い
う
嫌
疑
が
か
け
ら
れ

海
賀
は
幽
閉
、
卯
橘
も
謹
慎
を
命

じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

文
久
3
年
（
1
8
6
3
）
の

「
八
月
十
八
日
の
政
変
」
に
よ
っ

て
尊
王
攘
夷
派
の
公
家
や
長
州
藩

士
が
京
都
を
追
わ
れ
た
こ
と
を
知

る
と
、
卯
橘
は
遺
書
を
残
し
て
故

郷
を
飛
び
出
し
、
長
州
に
向
か
い

ま
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
奇
兵
隊

総
督
南
八
郎
（
河か

わ
か
み上

弥や
い
ち市

）
ら
と

親
交
を
深
め
、
の
ち
に
攘
夷
派
の

公
家
・
沢さ

わ 

宣の
ぶ
よ
し嘉

を
擁
し
て
生
野

義
挙
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
生
野
義
挙
の
詳
細
は
こ
こ
で

は
割
愛
し
ま
す
が
、
生
野
代
官
所

占
拠
後
、
中
心
メ
ン
バ
ー
の
中
で

も
議
論
が
分
か
れ
る
中
、
卯
橘
は

南
八
郎
ら
と
最
後
ま
で
徹
底
抗
戦

を
主
張
し
続
け
ま
し
た
。
出
石
藩

へ
の
備
え
と
し
て
山
口
の
妙
見
山

に
立
て
籠
も
り
、
農
兵
ら
に
取
り

囲
ま
れ
、
最
後
は
切
腹
す
る
奇
兵

隊
士
お
よ
び
南
八
郎
ら
を
介
錯

し
、
最
後
に
自
刃
し
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
（
享
年
29
歳
）。
妙
見

堂
の
板
塀
に
は
卯
橘
の
辞
世
の
句

が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
思
ひ
立
つ
事
は
な
ら
ね
ど

ま
す
ら
を
の  

心
正
し
き
末
の
道
哉
」

生
野
義
挙
は
明
治
維
新
の
先
駆
け

と
し
て
評
価
さ
れ
、
国
の
た
め
に

散
っ
て
い
っ
た
南
八
郎
、
戸
原
卯

橘
ら
は
山
口
護
国
神
社
に
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
和
な
世
の
中
を
祈

願
す
る
た
め
、
卯
年
の
今
年
、
初

詣
に
で
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

殉
節
忠
士
の
墓
（
山
口
護
国
神
社
）

山伏岩（山口護国神社）

　　

今年は１月 10日㊋から開館します！

朝来市新井 172
☎ 670 ‐ 4700

▶営業時間　10 時 30 分～ 21 時 00 分
※ 1 月 11 日㊌は､ 特別営業いたします。

１月の休館日
年始休館日　1 月 1 日㊐～１月９日㊊・㊗

水曜日 18 日、25 日、毎週日曜日

あけましておめでとうございます
本年もどうぞよろしくお願いします

入館毎にスタンプを押し、スタンプが集まれば
日用品や利用券をゲット！
商品がなくなりしだい終了とさせて頂きます。
皆さまのご来館をお待ちしております。

新春来館イベント開催致します
▶期間　１月 10 日㊋～１月 31 日㊋

第六十四話　　　　 尻尾をする
　　　　　（フランスあるあるシリーズ）

L
レ テ ィ シ ア

aëtitiaの
ぺちゃくちゃ話や～！

（人権推進課国際交流員　ルヌブ・レティシア）

　日本に来たのは 2017 年なので、いよいよ 6 年が経ちま
すね。そのうちフランスには 2 回戻りましたが、母国の文
化に関して刺激を受けました。それは逆カルチャーショック
というようです。
　フランスも日本も闇と光がありますが、日本の整然性に慣
れてきたら、フランス人のカオス性が目立ちました。特に、
待つことに対する姿勢です。どの国でも、窓口や店舗のレジ
などで並ばないといけない場面が多いですが、やり方がやは
り違いますね。
　多くの外国人は日本の電車に乗ると、みんながホームに並
んで電車から全員が下りてから乗るということは非常にびっ
くりします。フランスでは、ほかの人が下りているときに無
理やり乗る人や、何かの言い訳を言いながら並んでいる人の
前に割り込む人もいますよ！
　フランス語で「並ぶ」とい
うことは「f

フェール
aire l

ラ
a q

キ ュ ー
ueue」

（尻尾をする）と言います。
それで、尻尾になりたくない
人がいて、そういう失礼なこ
とをするのかな…？
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↑
朝
来
市
長
賞
を
手
渡
す
藤
岡
市
長
と

　
和
田
山
中
３
年
衣
川
夏
月
さ
ん

桑
く わ た

田 祥
よ し お

夫さん
（生野４区）

と
も
し
び
の
賞

　

桑
田
さ
ん
は
、
生
野
文
化
協
会
会
長
と
し

て
38
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
文
化
団
体
の
育

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
歴
史
遺
産

で
あ
る
生
野
鉱
山
と
鉱
山
町
の
文
化
振
興
に

取
り
組
む
な
ど
、
地
域
文
化
の
継
承
と
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

若
わ か ま つ

松 俊
と し ひ こ

彦さん
（諏訪区）

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
長
表
彰

　

若
松
さ
ん
は
、
山
東
町
土
地
改
良
区
理
事
長

と
し
て
平
成
21
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
12
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
土
地
改
良
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
、
健
全
な
財
政
運
営
の
実
現
な
ど
各

種
事
業
の
推
進
お
よ
び
地
域
農
業
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

表
　
　
　
彰

人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞 

奨
励
賞
【
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
】

　
神
子
畑
鉱
石
の
道
推
進
協
議
会
は
、
神
子
畑

選
鉱
場
跡
を
中
心
に
観
光
ガ
イ
ド
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
鉱
山
の
歴
史
や
魅
力
発
信
を
行
い
、

貴
重
な
産
業
遺
産
の
継
承
と
神
子
畑
地
区
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

近
年
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
し
た

グ
ッ
ズ
開
発
な
ど
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

神子畑鉱石の道
推進協議会

【
中
学
生
の
部
】

近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

◎
門か

ど
わ
き脇

　
和ほ

の
か香

さ
ん
（
和
田
山
中
３
年
）

　
「
幸
せ
へ
の
一
歩
」

兵
庫
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

◎
小お

は
ら原

　
岳が

く
と士
さ
ん
（
生
野
中
３
年
）

　
「
地
球
の
未
来
と
税
金
」

和
田
山
税
務
署
長
賞

◎
山や

ま
も
と本

　
妃ひ

ま

り
万
里
さ
ん（
和
田
山
中
３
年
）

　
「
未
来
へ
つ
な
が
る
」

朝
来
市
長
賞

◎
衣き

ぬ
が
わ川

　
夏な

つ
き月

さ
ん
（
和
田
山
中
３
年
）

　
「
税
と
私
た
ち
の
生
活
」

和
田
山
納
税
協
会
長
賞

◎
波は

た

の
多
野
　
光こ

う
す
け将
さ
ん
（
梁
瀬
中
３
年
）

　
「
選
挙
と
税
金
」

和
田
山
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

◎
藤ふ

じ
も
と本

　
啓け

い

さ
ん
（
梁
瀬
中
３
年
）

　
「
国
道
の
工
事
か
ら
学
ぶ
税
の
役
割
」

◎
高こ

う
も
と本

　
優ゆ

う

さ
ん
（
朝
来
中
３
年
）

　
「
未
来
を
創
る
税
」

【
小
学
生
の
部
】

兵
庫
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

◎
田た

な
か中

　
倫り

ん
か花
さ
ん
（
大
蔵
小
６
年
）

　
「
青
色
申
告
」

但
馬
県
民
局
長
賞

◎
小こ

た
に谷

　
咲さ

き樹
さ
ん
（
大
蔵
小
５
年
）

　
「
租
税
」

和
田
山
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

◎
井い

の
う
え上

　
渓け

い

さ
ん
（
大
蔵
小
６
年
）

　
「
振
替
納
税
」

近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
感
謝
状

◎
朝
来
市
立
大
蔵
小
学
校

　
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

は
、租
税
教
育
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、

税
を
正
し
く
理
解
し
税
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
持
つ
こ
と
を
目
的
に
、
中
学
生
に

は
「『
税
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
」
を
、

ま
た
小
学
生
に
は
「
税
に
関
す
る
書
道
・

ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
市
内
小
・
中
学
生
10
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
租
税
教
育
の
充
実
と
納
税
道
義

の
高
揚
に
多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
大

蔵
小
学
校
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　秘書広報課　☎ 672ｰ 6113

　市は 12 月 3 日㈯から 12 月 9 日㈮までの間、神子畑
選鉱場跡のライトアップを実施しました。
　神子畑選鉱場は、かつて東洋一の規模の選鉱場として
操業し、また夜間も操業していたことから「不夜城」と
も呼ばれていました。
　初日には、ライトアップ前に行われたガイドツアーで、
普段立ち入りが禁止されている神子畑選鉱場跡の見学が
実施されたほか、岩津ねぎの味噌汁の無料振舞、地元の
お店の出店、熱気球のフライト体験が行われるなど、多
くの来場者で賑わっていました。

「不夜城」再び
神子畑選鉱場跡ライトアップ

㈱ダイナムと災害時の
施設利用に関する協定を締結

　市と㈱ダイナム（本社：東京都）のダイナム兵庫和田
山店は 12 月 8 日㈭、災害時における避難場所としての
施設利用等に関する協定の締結式を行いました。
　これは、市内で大規模災害が発生または発生が予想さ
れるときに、同社が管理する物件を避難場所として利用
することを可能にし、避難場所の充実を図ることを目的
に協定を締結したものです。また、この協定は、県内で
はたつの市に次いで 2 例目となります。
　和田山店ストアマネジャーの佐

さ と う

藤 慶
よ し の り

典さんは「住民
の皆さんに安心して避難していただける場所になれば。
今後も地域の一員として取り組みたい」と話されました。

立雲峡に山桜を植樹
　立雲峡山桜を守る会と竹田小 4 年生は 12 月７日㈬、
山桜の植樹を行いました。植樹を行った児童らは「きれ
いに咲くのが楽しみ」と話していました。

中川小 3 年生 岩津ねぎ収穫体験
　11 月 30 日㈬、中川小３年生が岩津ねぎの収穫体験
と収穫した岩津ねぎを使ったお好み焼きの調理実習を実
施。収穫時には「やったー」と歓声が上がっていました！

　　山東支団第４分団は、子どもたちにも消防団を身近に山東支団第４分団は、子どもたちにも消防団を身近に
感じてもらおうと「蔵びらき」イベントと「よふど交流感じてもらおうと「蔵びらき」イベントと「よふど交流
市場」で、子ども用防火服の着用体験会を実施しました。市場」で、子ども用防火服の着用体験会を実施しました。

子ども用防火服の着用体験会子ども用防火服の着用体験会



　
地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
は
、
広
報
誌
な
ど
で
の
周
知
や
７

月
の
あ
さ
ご
未
来
会
議
に
お
い
て
市
民
と
の

対
話
を
実
施
し
広
く
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
こ
最
近
、
地
域
に
お
い
て
公
共
交
通

を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
主
体
的
な
取
組
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
11
月
に
は
、
い
く
の
地
域
自
治
協

議
会
が
播
但
線
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ン

を
、
朝
来
地
域
自
治
協
議
会
が
「
日
本
遺

産 
鉱
石
の
道
」
の
取
組
と
連
携
し
た
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
、
こ
の
２
つ
の
イ

ベ
ン
ト
だ
け
で
も
総
勢
50
人
以
上
が
JR
播
但

線
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
来
市
だ

け
で
は
な
く
、
播
但
線
の
沿
線
自
治
体
で
も

利
用
促
進
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、

市
川
町
観
光
協
会
に
お
い
て
は
、
JR
播
但
線

（
和
田
山
～
寺
前
間
）
の
赤
字
に
よ
る
路
線

見
直
し
問
題
を
受
け
、
少
し
で
も
協
力
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
播
但
線
応
援
ツ
ア
ー
と

題
し
、
播
但
線
に
乗
車
し
て
和
田
山
・
竹
田

駅
周
辺
を
散
策
さ
れ
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
利
用
促
進
の
み
な
ら
ず
、
地

域
自
ら
が
近
隣
自
治
体
の
先
進
事
例
を
視
察

し
、
新
た
な
移
動
手
段
に
つ
い
て
研
究
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
の
主
体
的
な
動
き
が
活
発
化

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
は
大
変
頭
が
下
が

る
思
い
で
あ
り
、
今
後
の
地
域
公
共
交
通
を

守
っ
て
い
く
上
で
の
大
き
な
力
に
な
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課　
☎
６
７
２  

―  

6
1
1
0

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
思
い

連
載
企
画

地
域
公
共
交
通
を

地
域
公
共
交
通
を
考考
え
よ
う

え
よ
う

v
o
l
.

v
o
l
.

1010
　
～
公
共
交
通
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
～

　
～
公
共
交
通
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
～

ず
、
も
っ
ぱ
ら
車
移
動
で
あ
り
、
自
宅
の
最

寄
り
の
バ
ス
停
は
わ
か
る
も
の
の
、
バ
ス
の

時
刻
表
や
こ
の
路
線
で
ど
こ
ま
で
行
け
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
を
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、

漠
然
と
し
た
様
子
で
し
た
が
、
実
際
の
時
刻

表
や
路
線
図
を
確
認
し
て
も
ら
う
と
、
意
外

と
使
い
勝
手
が
良
い
と
感
じ
る
人
も
い
れ

ば
、
こ
の
バ
ス
ダ
イ
ヤ
で
は
鉄
道
に
乗
り
継

ぎ
で
き
ず
不
便
な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
な
意

見
を
挙
げ
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
日
常
生
活
に

お
い
て
自
分
自
身
が
公
共
交
通
を
ど
の
よ
う

な
形
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
実

際
に
考
え
て
み
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
一
度
身
の
回
り
の
公

共
交
通
に
乗
っ
て
み
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
公

共
交
通
の
新
た
な
利
用
者
の
確
保
に
つ
な
が

る
一
方
、
現
行
の
公
共
交
通
に
対
す
る
具
体

的
な
指
摘
や
改
善
意
見
の
創
出
に
も
つ
な
が

り
、
結
果
的
に
公
共
交
通
体
系
の
利
便
性
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
識
を
変
え
て
い
く

　
朝
来
市
で
は
令
和
４
年
度
を
「
公
共
交
通

対
策
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
公
共
交
通
の
利

用
促
進
や
、
新
た
な
移
動
手
段
の
導
入
に
向

け
た
検
討
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

特
に
、
市
民
の
公
共
交
通
に
対
す
る
意
識
の

醸
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
た
り
前
の
話
で
す
が
、
公
共
交
通
は
乗

ら
な
け
れ
ば
運
行
を
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
使

い
勝
手
が
悪
い
か
ら
公
共
交
通
に
は
乗
ら
な

い
と
い
う
考
え
で
は
、
た
と
え
、
今
後
公
共

交
通
体
系
が
よ
り
良
い
形
に
改
善
さ
れ
た
と

し
て
も
、
車
よ
り
も
便
利
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
に
く
く
、
結
局
車
の
方
が
便
利
だ

か
ら
公
共
交
通
に
は
乗
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
公
共
交
通
を

利
用
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
せ

ん
。

　

令
和
４
年
12
月
に
「
公
共
交
通
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
な
る
も
の
を
新
た
な
試
み
と
し

て
開
催
し
、
日
常
生
活
の
移
動
を
全
て
公
共

交
通
に
よ
る
移
動
に
す
る
と
ど
う
な
る
の
か

を
参
加
者
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
参
加
者
の

多
く
は
、
普
段
公
共
交
通
を
利
用
し
て
お
ら

①公共交通ワーク
ショップ
②朝来地域自治協
議会主催の鉱石の
道健康ウォーキン
グ（新井駅）
③市川町観光協会
が開催した播但線応
援ツアー（竹田駅）
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新年あけましておめでとうございます。本年も
『広報朝来』をよろしくお願いします。／年々、
1年の経過が早く感じています。昨年は、コロ
ナ禍で中止となっていたイベントも再開し、土

日関係なくバタバタと過ごしたこともあり、日々慌ただしく
していたので、あっという間に一年が過ぎました。ただ、そ
ういった中で、市民の皆さんと交流しながら取材させていた
だくことは、楽しみでもあるので、それほど忙しいとも感じ
ていません。この調子でいくと、また今年も、あっという間
に一年が過ぎそうですが、市民の皆さんとのつながりを大切
にしながら、今年も市内を駆け巡りたいと思います！

　

朝
来
市
の
出
身
の
画
家 

九
鬼
三
郎
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
九
鬼
さ
ん
は
パ
リ
で
西
洋
美
術
に
つ
い

て
学
ば
れ
た
あ
と
、
数
々
の
海
外
の
美
術

展
で
表
彰
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
世
界
中

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
明

治
以
降
の
日
本
を
代
表
す
る
画
家
の
横
山

大
観
や
黒
田
清
輝
な
ど
と
肩
を
並
べ
、
日

本
を
代
表
す
る
近
代
画
家
30
人
の
一
人
に

九
鬼
さ
ん
が
選
ば
れ
、
作
品
『
古
信
楽
に

梅
』
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
掲
載
さ
れ
た

作
品
は
、
光
と
影
の
日
本
的
な
陰
影
感
を

表
現
し
た
作
品
で
す
。ま
た
こ
の
書
籍
は
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ

タ
リ
ア
な
ど
の
国
公
立
の
美
術
館
に
寄
贈

さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
九
鬼
さ
ん
に
は
、
市
役
所
本
庁
舎

の
完
成
を
記
念
し
て
描
い
て
い
た
だ
い
た

『
桜
の
城
』
と
い
う
作
品
を
寄
贈
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
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朝来市出身画家のご紹介

九
く き

鬼 三
さ ぶ ろ う

郎さん
1951 年 朝 来 市 出 身。1972 年 ア
カデミー・ド・ラ・グランショミ
エール（パリ）で、西洋美術を学
ぶ。2015 年「イタリア・ミラノ万
博 2015」 芸 術 祭 に 出 展。 イ タ リ
ア・シエナ美術館認定「日伊教育美
術教授」に。1995 年パリ芸術大賞、
2018 年フェノロサ芸術文化賞受賞
など、世界で活躍中。現在は、宝塚
市在住。 ↑書籍に収録された作品「古信楽に梅」F20号

→九鬼さんが紹介さ
れた書籍「Modern 
Japanese Artists」

←「万暦赤絵に山椿」
 F6 号

朝来市コミュニティバス『アコバス』
年末年始の運行状況

問い合わせ先　総合政策課　☎ 672-6110

　朝来市コミュニティバス『アコバス』の年末年
始の運行状況についてお知らせします。

12 月 30 日㈮まで 通常運行

12 月 31 日㈯～ 1 月 3 日㈫ 運休

1 月 4 日㈬から 通常運行
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まち全体が幸せであるために、まず市民一人一人が幸せを実感
できることが大切です。小さなことでも自分のやりたいことが
実現できていると人は幸せを実感できます。そのうえ、誰かの役
に立てたり、困ったときに頼れる人がいれば、次なるチャレンジ
に向かう勇気もわいてきます。
朝来市は、一人一人の幸せを育み、互いに響き合うことで、「人
と人がつながり 幸せが循環するまち」の実現をめざしています。

第3次朝来市総合計画（計画期間：令和４年度〜令和11年度）

まち全体が幸せであるために、まず市民一人一人が幸せを実
感できることが大切です。小さなことでも自分のやりたいこと
が実現できていると人は幸せを実感できます。そのうえ、誰か
の役に立てたり、困ったときに頼れる人がいれば、次なるチャ
レンジに向かう勇気もわいてきます。
朝来市は、一人一人の幸せを育み、互いに響き合うことで、「人
と人がつながり 幸せが循環するまち」の実現をめざしています。

第3次朝来市総合計画（計画期間：令和４年度〜令和11年度）
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朝来市地域おこし協力隊「あさこいひと」の
メンバーが毎月交代で執筆します！
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　　新年あけましておめでとうございます
　　　　　本年もどうぞよろしくお願いします　

ケビン ネル 北川 修平レハン ネル
　昨年は、サイクリング観光と地域
コミュニティ支援を柱とするＮＰＯ
法人「モンターニュ」を設立。そして、
道の駅あさごに併設するサイクリン
グステーションをリニューアルオー
プン。その他、さまざまな体験を盛
り込んだ「ASAGO CYCLING」ツ
アーを年間通して行っています。
　今年はインバウンドのお客様を
お迎えできるよう、取り組みます。

　ゲストハウス「生野ステイ」を
開業し、１年以上が経ちました。 
2023 年に入ってもたくさんの予
約が入っています。
　今年はいくの地域自治協議会と
ともに、現在のゲストハウス事業
に加え、まちづくりや観光などを
展開するための会社を設立予定で
す。今年は私の人生の新たな一歩
だと思っています。

米田 育子
　昨年は糸井地域の活動に参加さ
せていただくことが増え、より身
近に地域を感じるようになり、当
初めざしていた活動の方向性を少
し変えました。
　今年は「朝日産のオリジナルお茶」
と「野菜の加工品」の製造・販売を
めざし、いろいろな方向から地域の
魅力を発信しながら任期後の生業に
つなげていきたいと考えています。

　但馬ブランドジビエ”TAJIKA”
をスタートさせて 1 年以上が経ち
ました。
　毎日、猟師さんから連絡をもら
い、山の中を走り回っています。
いただいた鹿の販路も少しずつ広
がってきました。
　朝来の鹿は美味しいと認知され
つつあり、励みになっています。
　健康第一で頑張ります。

髙木 香里
　昨年はサンショウウオに関する
研究を行い、その内容を学会で発
表したほか、市内の高校での授業
を行いました。また、オオサンショ
ウウオが不思議な構造の胃を持つ
ことを見つけ、今は他の研究者と
論文化を進めています。
　今年は研究を進めながら、オオサ
ンショウウオの保全や、地域の活性
化につなげていこうと思います。

チ チャールス
　昨年中はハンバーガーやブリトー
などのオリジナルメニューを開発
し、道の駅で提供しました。秋から
は市内でのイベントにも参加し、料
理を振る舞うことができました。た
くさんの笑顔と応援に感謝です。
　これからも「道の駅あさご　村
おこしセンター」で元気に活動し
ていきます。皆さまのお越しを心
よりお待ちしております。

﨑山　祥
　昨年は、一昨年では全くでき
なかったイベントを新たに開催
することができました。若手農
家と一緒に企画した「Hito-Toki-
Marche」。大蔵地域自治協議会と一
緒に開催した「おおくらフリーマッ
ケット」。たくさんの人の協力も
あって、多くの来場がありました。
　今年も、新たな挑戦で朝来市を
盛り上げていきます！


